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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

書学　木村かおり　端正な字形で点画に緩み
なく安定度抜群の作品。文字の大小の変化や
適度な余白も備えた掲示文は修練の賜物であ
る。� 評　黒河内月倫　

は
な
　
秋
本
　
華
風　

繊
細
な
線
質
の
中
に
微
妙
に

太
細
の
変
化
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
行
間
の
余
白

の
取
り
方
も
絶
妙
で
、
大
変
洗
練
さ
れ
た
作
で
あ
る
。

�

評　

森　
　

嶺
雲　

つけペンボールペン

水茎　峯岸　貴子　温かみのある柔らかな線で
漢字と仮名のバランス良く、横への流れも無理
なく自然体の表現が美しい格調高い模範作。
� 評　荒谷由美子　

規
　
定
　
課
　
題

紺
青
　
下
澤
　
克
予　

柔
軟
な
書
線
で
原
帖
の
特
徴
を
的
確
に

捉
え
、
二
つ
の
「
以
」
の
違
い
を
書
き
分
け
た
手
腕
は
素
晴
ら

し
い
。
余
白
も
す
っ
き
り
し
て
美
し
い
。�

評　

福
原　

溪
春　

1月提出競書作品の写真版作品は、
1月29日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

三
条
　
大
箭
す
み
江　

繊
細
な
線
質
で
大
変
伸
び

や
か
に
堂
々
と
書
け
て
い
る
。
文
字
の
大
胆
な
大
小

の
変
化
の
つ
け
方
も
見
事
で
あ
る
。�（
森　
　

嶺
雲
）

堺
　
小
野
　
和
子　

一
文
字
一
文
字
丁
寧
に

書
か
れ
た
作
品
。
連
綿
の
学
習
を
す
る
と
尚

良
。
期
待
し
た
い
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

清
光
　
住
野
　
　
梢
　
手
本
を
よ
く
観
察
し
丁

寧
な
書
き
ぶ
り
が
清
々
し
い
。
安
定
感
の
あ
る

字
形
で
整
然
と
纏
め
た
秀
作
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

久
我
　
二
宮
　
祥
葉　

文
字
の
大
小
、
行

間
の
取
り
方
も
良
い
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
、

読
み
や
す
い
掲
示
文
と
な
っ
た
。

�

（
御
園
生
藍
珠
）

チ
ヨ
　
平
田
亜
希
子　

字
の
大
き
さ
、
配
置
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
て
も
良
い
。
線
の
太
細
の
表
現
も
素
晴
ら

し
く
、
品
格
あ
る
作
品
と
な
っ
た
。�（
佐
藤　

香
蓮
）

玉
泉
　
深
田
　
麻
由　

大
ら
か
な
字
形
が
光
り
、
前

途
明
る
い
作
品
。「
や
」
の
収
筆
ー
伸
び
や
か
に
書

こ
う
。�

（
江
口　

春
陽
）

玉
鉾
　
小
石
　
理
絵　

基
本
を
大
事
に
し
た
丁
寧
な

書
き
ぶ
り
が
好
印
象
。
流
れ
よ
く
文
字
の
調
和
も
素

晴
ら
し
い
秀
逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

逢
坂
　
北
中
　
祐
子　

雅
な
文
字

で
白
地
の
葉
書
き
が
美
し
く
感
じ

ら
れ
る
。
最
高
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
に
仕
上
っ
た
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

（　）内は選評執筆者です。

書学　永渕　敦子　落ち着いた運筆で横への流れが美
しい。淀みのない清澄な書線により格調高い行書作品
となった。� （黒河内月倫）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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写経研究室

斎
藤
　
壽
子

上
平
　
幸
子

栁
瀬
佐
代
子

石
井
加
奈
子

中
島
　
美
幸

安
部
　
寿
子

谷
川
か
お
り

田
島
由
美
子

小
山
田
美
恵

井
坂
　
由
美

和
井
田
昭
代

渡
邉
　
歌
子
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つけペン
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� 筆ペン

依田　蘭香

多田登志子

三谷　恵子

髙橋　和泉

岡本　美穂

栁瀬佐代子

山﨑　昭子渡部　順子

伊藤　直子

小里惠美子

後藤佐代子井上　梨沙染谷　駿仁

河合美由紀 安藤美川ゐ

平澤須美子
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ボールペン


